
  田原市地域公共交通会議 

○ＩＣカードの導入 
 渥美線にＩＣカード乗車券の共通化・相互利用化に関する
システムを導入し、高齢者、障害者等公共交通利用者の利
便性の向上を図る。 

少子高齢化の進行、マイカー等の普及により、地域公共交通の利用者は年々減少している。特に、バス利用者の減少は続いて
おり、今後もこの傾向は続くことが予想される。「公共交通空白地帯の解消」「公共施設などへの利便性向上」「通学の確保」「公
的経費の削減」を個別目標とし、平成２２年度は以下の事業を展開して、「地域の公共交通の活性化・再生」を目指す。 

概 要 

地図の添付 

○ラッピングトレイン（菜の花・なぎさトレイン）の運行 
 主に観光用にラッピングトレインを運行することにより、市
民や観光客の公共交通利用促進を図る。 

○割引きっぷ等設計（菜の花トレイン） 
 ラッピングトレインの運行に合せて乗継きっぷを発行し、
公共交通利用促進を図る。 

○総合交通マップ作成 
 総合交通マップを作成し、市民の公共交通利用促進を図
る。 

○公共交通利用促進のための普及促進イベント 
 地域公共交通啓発イベントを開催し、市民の公共交通利
用促進を図る。 

○コミュニティバス（ジャンボタクシー）の実証運行 
 八王子地域でジャンボタクシーを実証運行し、潜在需要の喚起を促進する。 

○地域参画型交通システムの導入 
 八王子地域で利用促進協議会を設立し、地域に合った交通システムを検討する。 

○ジャンボタクシーの導入 
 八王子地域でジャンボタクシーを導入し、実証運行する。 
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